
い
は
、
頭
部
の
形
状
が
方
頭
を
な
し
、
下
半
を
欠
損
す
る
も
の
で
あ
る
。
人

名
と
み
ら
れ
る

「丸
部
」
と
書
か
れ
た
面
が
、
植
物
の
根
に
よ
り
多
少
荒
れ
て

い
る
以
外
、
材
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
σ
し
か
し
、
全
体
に
墨
痕
が
薄
く
、

赤
外
線
テ
レ
ビ
を
用
い
て
も
解
読
で
き
た
文
字
は
少
な
い
。

②
い
は
削
居
で
あ
る
。
②
の

「仕
」
の
次
は

「流
」
か

「疏
」
と
み
ら
れ
る
。

物
品
名

（仕
流
あ
る
い
は
仕
疏
か
）
十
数
量

（石
・
斗
を
単
位
と
す
る
）
を
書
く
が
、

比
較
的
小
さ
い
文
字
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
帳
簿
様
木
簡
の

一
部
と
み
ら
れ
る
。

①
は
保
存
状
態
が
劣
悪
な
小
断
片
で
、
四
文
字
分
が
確
認
で
き
る
が
判
読
は
で

き
な
い
。
④
は
、
文
字
の
残
画
が

一
部
確
認
で
き
た
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
文
字
は
な
い
が
長
方
形
の
材
の

一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
作
る

封
絨
木
簡
状
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
頭
部
を
欠
損
し
、
両
面
調
整
で
や
や

厚
み
が
あ
る
こ
と
、
現
状
で
墨
痕
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
未
成
品

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
分
割
に
よ
っ
て
二
枚

一
組
の
セ
ッ
ト
が
作
り
出
さ
れ

る
前
段
階
の
工
程
資
料
で
あ
ろ
う
か
。

本
年
度
出
土
の
木
簡
か
ら
は
、
詳
細
な
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
が
、
削
居

・
未
成
品
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
遺
跡
内
部
で
木
簡
の
製

作

。
再
加
工
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
よ

り
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

和
島
村
教
育
委
員
会

『
下
ノ
西
遺
跡
Ⅱ
』
０

九
九
九
年
）
　

（田
中
　
靖
）

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
笹
榊
村
大
字
下

一
分
字
壱
本
杉

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年

（平
１０
）

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
笹
神
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
川
上
貞
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

（九
世
紀
―
一
〇
世
紀
）、
中
世
、
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

壱
本
杉
遺
跡
は
阿
賀
野
川
右
岸
の
沖
積
平
野
内
に
位
置
し
、　
一
帯
は
五
頭
山

塊
か
ら
福
島
潟
に
流
れ
込
む
中
小
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
氾
濫
原
が
広
が

る
。
遺
跡
は
中
小
河
川
の

一
つ

で
あ
る
折
居
川
右
岸
の
、
標
高

約
七

ｍ
の
微
高
地
上
に
立
地
し
、

現
況
は
下

一
分
集
落
の
北
東
に

接
す
る
畑
地
や
水
田
と
な
っ
て

い
る
。

Ｄ
　

当
遺
跡
は
、
笹
神
村
史
編
纂

絡

事
業
に
伴
う

一
連
の
遺
跡
分
布

調
査
の
際
に
、
現
地
踏
査
に
よ

新
潟

壱B
本用
杉暮
遺
跡
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っ
て

一
九
九
七
年
に
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
こ
が
県
営
圃
場
整
備
事
業
の
範
囲
内

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

調
査
は
笹
神
村
教
育
委
員
会
が
主
体
で
、
現
地
踏
査
の
担
当
者
で
も
あ
っ
た

川
上
貞
雄
氏
に
委
託
し
、　
一
九
九
七
年

。
九
八
年
の
二
次
に
わ
た
り
、
あ
わ
せ

て
二
五
五
〇
ポ
の
調
査
を
実
施
し
た
。　
一
九
九
七
年
度
の
調
査
で
は
、
古
代
の

掘
立
柱
建
物

一
棟
と
ピ

ッ
ト
群
及
び
中
世
の
ピ

ッ
ト
群
が
検
出
さ
れ
、
当
遺
跡

が
平
安
時
代
と
中
世
の
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

木
簡
は

一
九
九
七
年
調
査
区
内
の
、
中
世
に
属
す
と
考
え
ら
れ
る
方
形
土
坑

か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
土
坑
は
二
人
Ｏ
×
二
六
五
伽
の
や
や
歪
ん
だ
方
形
を
呈

し
、
深
さ
四
二
伽
で
平
坦
な
底
部
を
有
す
る
。
出
土
遺
物
は
す
べ
て
木
製
品
で
、

木
簡
の
ほ
か
に
箸
状
木
製
品

・
串
状
木
製
品
や
刀
形
を
呈
す
る
木
製
品
な
ど
三

〇
点
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
＜
□
蘇
民
将
来
子
孫
也
」
　

　

　

　

　

　

　

ω侵
卜受
卜
ｏ駕

木
簡
は
上
部
左
右
に
二
重
の
切
り
込
み
を
も
つ
。
墨
痕
は
全
体
的
に
薄
く
読

み
取
り
に
く
く
、
第

一
字
は
不
明
瞭
で
判
読
で
き
な
い
。
「蘇
」
は

「魚
」
と

「禾
」
が
入
れ
替
わ
る
異
体
字
で
、
新
潟
県
白
根
市
馬
場
屋
敷
遺
跡
出
上
の
蘇

民
将
来
札

（本
誌
第
七
号
）
と
共
通
す
る
宇
体
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

笹
神
村
教
育
委
員
会

『県
首
園
場
整
備
事
業
長
起
地
区
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
書
Ｉ
　
一剛
田
遺
跡

。
壱
本
杉
遺
跡
』
全

九
九
九
年
）（中
山
俊
道
）

遺 構 図
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